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平
成
十
二
年
第
二
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
六
月
十

一
日

に
招
集
さ
れ
、
最
初
に
会
期
を
六
月
二
十
二
日
ま
で
の
十
二

日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
「平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予

算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て
」
な
ど
の
報
告
十
件
、

「専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成

十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
七
号
と
」
な
ど

の
議
案
十
二
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
十

一
日
は
、
会
期
決
定
の
後
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
お
よ
び
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
報
告
十
件
を
受
理
し
、
専
決
処
分
の
議
案
四
件
を
承

認
し
ま
し
た
。
次
に
、
平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補

正
予
算

（第
二
号
）
な
ど
の
議
案
人
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案

理
由
の
説
明
、
質
疑
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

に
付
託
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
陳
情

一
件
を
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

翌
十
二
日
か
ら
十
二
日
ま
で
を
休
会
と
し
、
十
四
日
、
十

五
日
の
両
日
、
本
会
議
を
再
開
し
、
十
二
人
の
議
員
が
市
政

各
般
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
全

般
質
問
ハ

イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

翌
十
六
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
を
休
会
と
し
、
そ
の
間
、

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
お
よ
び
陳
情
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
付

託
議
案
お
よ
び
陳
情
に
つ
い
て
の
審
査
経
過
、
結
果
が
報
告

さ
れ
、
委
員
長
報
告
に
対
し
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
陳
情

一
件

を
採
択
、
二
件
を
趣
旨
採
択
、　
一
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

次
に
、
意
見
書
案
二
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
あ
と
、

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
、
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

議
員
お
よ
び
若
狭
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
平

成
十
二
年
第
二
回
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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委

員

長

副
委
員
長

委

　

員

産業経済
常任委員会

浜 中 山 清 西 山

岸 野 本 水 本 田

利 健 益 正 正 員

一 郎 弘 信 俊 夫

【れ報
生
回】

報
告
第
２
号

報
告
第
３
号

報
告
第
４
号

報
告
第
５
号

報
告
第
６
号

報
告
第
７
号

報
告
第
８
号

報
告
第
９
号

報
告
第
１０
号

報
告
第
１１
号

【議
案
】

議
案
第
４９
号

議
案
第
５０
号

議
案
第
５‐
号

議
案
第
５２
号

議
案
第
５３
号

議
案
第
５４
号

議
案
第
５５
号

議
案
第
５６
号

議
案
第
５７
号

平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

財
団
法
人
小
浜
市
公
共
施
設
管
理
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

株
式
会
社
ケ
ー
プ
を
ア
レ
ビ
若
狭
小
浜
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
７
号
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
市
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
１３
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
じ

平
成
１３
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

小
浜
市
情
報
公
開
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
　
長

一　
報
告
受
理

原
案
承
認

原
案
可
決

1

12～ 13日

1 4～1 5日

1 6～2 1日

2 2日

日 本会議
会期決定、議会運営委員会委員の選出
各常任委員会委員の選出
報告案件上程、質疑、受理

議案(専決処分関係)上程、質疑、承認
議案 (予算・条例等)上程、質疑、
委員会付託 (議案、陳情)
▲
蚕

本会議 (一般質問)

(委員会審査)

本会議
常任委員長報告、質疑
議案採決、陳情採決
意見書実上程、採決
一部事務組合議会議員の選挙

▲
〓

休

休

総 務
常任委員会

山 深 石 小 中富

崎 谷 野 堂 村 永

委

員

長

副
委
員
長

委

　

員

″″″

芳

夫

千
代
子

清

之保

嘉

勝

勝

義

建 設
常任委員会

木 石 杓 荒 重 水

橋 橋 子 木 田 尾

正 和   辰 源

昭 彦 明 弘 男 二

委

員

長

副
委
員
長

委

　

員
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委

員

長

副
委
員
長

委

　

員

明

男

英

之

工
　
彦

正
　
雄

治
宇
蔵剛

松 宮 岡 池 池 岡

尾 崎 尾 尾 田

木 山 深 小

橋 崎 谷 堂

正 勝 嘉 清

昭 義 勝 之

嶺南広域
行政組含

池

田

英

之

重

回

辰

男

小

堂

清

之

岡

尾

正

雄

宮
　
崎
　
治
宇
蔵

若狭消防組含

木 山 石 水

橋 崎 野 尾

正 勝  源

昭 義 保 二

西

本

正

俊

富

永

芳

夫

荒

木

　

　

弘

清

水

正

信

池

尾

正

彦

中
　
村
　
千
代
子

山
　
口
　
貞

夫

公立小浜病院組含

松 石 浜 申 岡 深

尾 橋 岸 野  谷

和 利 健 明 嘉

岡J 彦一 郎 男 勝

委

員

長

副
委
員
長

委

　

員

″″″″

議会運営委員会

松 山 岡 西 池 池 山

尾 口 尾 本 田 尾 崎

員 正 正 英 正 勝

岡J 夫雄 俊 之 彦 義

議
案
第
硝
号

議
案
第
５９
号

議
案
第
６０
号

【陳
情
】

Ｈ
・２
陳
晴
第
１３
号

陳
情
第
３
号

陳
惜
第
４
号

陳
情
第
５
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
３
号

意
見
書
案
第
４
号

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
使
用
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
を
は
じ
め
、社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
善
に
向
け
た
国
の
財
政
措
置
等
を
求
め
る

陳
情
書

米
価
の
下
落
を
抑
え
る
た
め
、自
主
流
通
米
の
値
幅
制
限
の
復
活
を
求
め
る
陳
情

激
増
す
る
輸
入
農
産
物
を
抑
え
る
た
め
、
一刻
も
早
い
「輸
入
制
限
」
の
発
動
と
対
象
品
目
の
拡
大

を
求
め
る
陳
情

食
料
・農
業
・農
村
政
策
に
関
す
る
要
請

食
料
・農
業
。農
村
政
策
に
関
す
る
意
見
書

道
路
特
定
財
源
制
度
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

団

体

議

員

不

採

択

趣
旨
採
択

採

択

原
案
可
決
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―般質問
6月定例会の一般質問は、6月 14日 ・15日 の

両日に行われ、山口議員をはじめ山本、池尾、

西本、清水、山崎、宮崎、中村、池田、岡尾、

小堂、浜岸、富永の各議員が市政各般にわた

り質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)
JLfラ |イト

〔Ч
和競伽弾磯切誰鞭離抑帥

今後の進め方等について

Ａ
Ａ

醐
玲
貯
翔
〕
賄
端
れ
衆
的
京

等
総
合
的
に
判
断
し
て
、
中
央
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
最
善
で
は
な

い
か
と

考
え
て
い
る
。
校
含
の
建
設
を
進

め
る
に
は
、
関
係
者
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
平
成
二
十
年
度
の
開

校
を
め
ど
に
諸
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
市
全
体
と
し
て

小
学
校
の
統
廃
合
や
校
区
の
見
直

し
が
必
要
に
な
っ
た
時
は
、
実
情

に
則
し
て
慎
重
に
対
処
し
て
い
く
。

Ｑ

製

酌
機
課

軽

②
有
害
鳥
獣
駆
除
、
特
に
鹿
の
被

害
に
つ
い
て

Ａ

的
翻
棒
弾

願

ホ

樹
種
転
換
、
樹
幹
注
入
等
、
防
除

を
実
施
し
て
き
た
が
、
使
用
薬
剤

等
の
関
係
か
ら
航
空
防
除
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
更
に
被

害
が
拡
大
し
た
。
今
後
、
防
除
効

果
の
高
い
樹
幹
注
入
、
伐
倒
駆
除

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
被
害
が

大
き
い
区
域
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

等
の
針
葉
樹
、
ク
ヌ
ギ
、
ケ
ヤ
キ

等
の
広
棄
樹
へ
の
樹
種
転
換
を
推

進
し
、
新
た
な
森
林
形
成
を
目
指

す
。

②
植
栽
木
を
獣
害
か
ら
守
る
た
め
、

囲
い
を
し
た
り
業
を
塗
る
な
ど
の

方
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
効
果
が

上
が
っ
て
い
な
い
。
確
実
な
方
法

と
し
て
は
捕
獲
以
外
に
な
い
が
、

自
然
保
護
、
生
態
系
の
関
係
か
ら

猟
期
中
に
お
け
る
メ
ス
ジ
カ
の
捕

獲
禁
止
、
駆
除
頭
数
の
制
限
の
間

題
が
あ
る
。
有
害
鳥
獣
の
行
動
範

囲
が
広
く
、
市
町
村
単
独
で
の
対

策
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
猟
期

中
の
メ
ス
ジ
カ
の
捕
獲
、
駆
除
頭

数
の
制
限
の
緩
和
等
に
つ
い
て
県

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

（】
輛櫛鞭所（郷螺榔岸い斡訓

について

Ａ
〔

髄
賄
範
廟
印
碁
廻
拘
談
勘
晩

て
お
り
、
京
阪
神
と
若
狭
地
域
の

市
町
村
を
つ
な
ぐ
広
域
的
な
観
光

ル
ー
ト
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い

き
た
い
。
休
憩
所
と
公
衆
用
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
下
根
来

地
区
に
鵜
の
瀬
資
料
館
が
あ
り
、

そ
こ
で
休
憩
を
と
れ
る
よ
う
に
常

に
開
放
し
て
い
る
。
今
後
は
、
設

置
場
所
を
含
め
地
元
の
方
々
と
十

分
協
議

・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〔
ｕ

的
獅
畔
碑
嚇
囃
譲
噺
つ ‐こ
味
碗

②
小
中
学
校
の
教
科
書
採
択
問
題

に
つ
い
て

Ａ
Ａ

的
職
貯
卿
峰
時
嚇
暉

。す
牌
権

的
な
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、　
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
に
応
じ
た
、
き
め

細
か
な
個
別
指
導
や
グ
ル
ー
プ
別

指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
時
間
を
要
す
る
体
験
的
学

習

・
問
題
解
決
学
習
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に

よ
り
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力

が
育
成
さ
れ
る
。

②
小
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る
教
科

書
の
採
択
権
限
は
市
町
村
教
育
委

員
会
に
あ
る
が
、
無
償
措
置
法
に

よ
り
、
採
択
に
あ
た
っ
て
は

「市

も
し
く
は
那
の
区
域
ま
た
は
こ
れ

ら
の
区
域
を
あ
わ
せ
た
地
域
」
を

採
択
地
区
と
し
て
設
定
し
、
地
区

内
の
市
町
村
が
共
同
し
て
同

一
の

教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
本
県
の
採
択
地
区
は
五

地
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
嶺
南
地

区
内
の
市
町
村
は
、
共
同
採
択
を

行
う
た
め
の
協
議
会
を
設
け
、
学

校
の
教
員
か
ら
な
る
調
査
員
を
置

き
、
厳
正
か
つ
公
正
に
採
択
を
行

っ
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
医
療

と
福
祉
に
つ
い
て

Ａ

謬

軸
輪

葬

後

課

者
が
福
井

・
坂
井
地
区
や
県
外
の

医
療
機
関
へ
流
出
し
て
い
る
割
合

が
高
い
と
い
っ
た
結
果
が
で
て
い

る
。
こ
れ
は
病
床
数
の
不
足
、
先

端
医
療
機
器
の
不
備
と
い
っ
た
こ

小浜小学校


